
 
 

平成２２年度の機関車の新製について 

 
平成２１年６月１０日 

 
 モーダルシフトの推進を図るためには、「安全・安定輸送の確立」が不可欠

の要件であり、平成２２年度も、近年急ピッチで進めてきている機関車の新製

を下記のとおり行います。 

 
  １．機関車の新製両数（１９両） 

   （１）ＥＦ２１０（東海道線、山陽線）       ９両 

（２）ＥＨ５００（山陽線、鹿児島線）       ６両 

   （３）ＥＨ２００（上越線、中央線、篠ノ井線）   ２両 

   （４）ＤＦ２００（函館線、室蘭線、千歳線）    ２両 

 
  ２．投資額   

 

    約７０億円 

 
      

（参考１）平成１７～２１年度の機関車の新製両数 

                                                       (単位：両) 
 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 

電気機関車 ２２ ２３ ２４ ２３ １９ 
ディーゼル機関車 ４ ２ ４ ４ ５ 

       
   （参考２）機関車新製の進捗状況（平成２１年４月１日現在） 
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